
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル オールみよし農商工観連携セミナー   ＪＡ名 三次（広島県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 農林業と商工業等の産業間での一層の連携強化を推進し、新たな産業の創出、

地域経済の基盤強化、最終的に地域経済の活性化を図ることを目的に三次広域商

工会・三次商工会議所・三次農業協同組合が連携し、三次市の支援を受け推進し

ている事業。 

 

２ 概要  平成 26年度においては、中国横断自動車道・尾道松江線の全線開通並びに農産

物販売交流拠点施設の開設を見越し、農業・商工業・観光など多様な事業者へ 

案内し、セミナー・市内産品マッチング交流会を開催した。 

 

３ 成果 

（効果） 

 多様な事業者が参加され、交流・情報交換を（産品等の販路開拓等）すること

が出来た。 

基調講演・先進事例をふまえ、事業に対する考え方や姿勢、運営のノウハウを 

学ぶことが出来た。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 尾道松江線の全線開通となったが、三次へ人をいかに呼び込むことができるか

が（三次の地域資源・産品・グルメ等の情報発信）課題であることを三者とも共

有認識し、今後も活動を継続していく予定。 

 

 

 


